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いつかためになる

法 律 知 識
Vol.9

弁護士に依頼してみる・2

弁護士　井
産業・賠償対

（所属：第二東

一般的に、弁護士に事件を依頼する場合には「着手金」

が必要です。「着手金」は事件を依頼する際に支払う費用

であり、結果的に事件解決が失敗に終わっても、返って

くることはありません。「着手金」の分割払いができる場

合はありますが、「着手金」ゼロの成功報酬制は、ごくま

れにしかありません。

失敗の場合でも「着手金」を支払うのは納得できない

という方もいます。しかし、「着手金」がないと、弁護士

はタダ働きとなる危険があります。その間にも事務所の

賃料や人件費は支払わなければなりません。一人の弁護

士が受任できる事件数は限られていますから、難易度が

高い事件や、長期間を要する高リスクの事件は受任しな

くなります。「着手金」があることで、弁護士は腰をすえ

て活動できるのです。

原発賠償に関して知っておきたい大事なポイントの解説と、
日々の生活で問題が起きた際に迷わず対応するための

予備知識をお伝えしていくコーナーです。
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